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障害福祉に関するアンケート調査について 

 

（１）調査の概要 

①実施時期及び配付・回答方法 

No. 項目 内容 

１ 実施時期 令和７年８月 

２ 配付方法 郵送 

３ 回答方法 郵送及び電子申請 

 

②調査対象等 

No. 調査対象 今回調査 母数 割合 調査票 

  手法 抽出数 (概数) ％ 種別 設問 

１ 身体障害者 標本 800 10,000 8 

Ⅰ 57 
２ 知的障害者 標本 800 3,000 27 

３ 精神障害者 標本 800 4,000 20 

４ 難病患者 標本 800 2,700 30 

５ 特別支援学校高等部３年生 全数 50 50 100 Ⅱ 46 

６ 障害者支援施設利用者 全数 300 300 100 
Ⅲ 56 

７ グループホーム利用者 全数 500 500 100 

８ 障害のない市民 標本 800 350,000 0.2 Ⅳ 12 

 合計  4,850   4種  

 

 

 

今回のアンケート調査は、障害者等の生活上の課題やニーズ、状況の変化を把

握するため実施するものです。調査項目は国が示す案を参考に作成した前回調

査を踏襲しています。 

しかしながら、設問数が多く、回答者にとって負担が大きいため、調査項目を

統合するなどして、設問数を削減したいと考えています。 

 

（１）調査項目について 

大項目・中項目の統合・削除・修正等についてご審議をお願いします。 

 

（２）選択肢について 

 選択肢の統合・削除・修正等についてご意見ください。 

 

 本日ご審議いただいた内容及びご意見を踏まえ、次回審議会で調査票の素案

をお示しさせていただきます。 

資料１ 

２ 本日ご審議いただきたいポイントについて 

１ 前回審議会で確認した事項について 
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３ 障害者支援計画の成果指標との関係 

 現計画では、以下のとおり成果指標を設けています。 

太枠の成果指標については、当該アンケート調査により数値を把握します。 

 

 

※「川越市障害者支援計画（令和６年３月策定）」p51から引用 
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４ 前回審議会（令和６年１１月１８日）でいただいた御意見 

No. 委員名 意見内容 資料２反映箇所 

１ 大畠委員 施設での生活についての設問項目はある

が、家庭での過ごし方については聞かなく

ていいのか。 

 

８ページ 

２０６行目 

２ 大畠委員 調査票別設問項目について、「卒業後の日

中の過ごし方」の中に、進路希望がわかる

ような設問を入れてほしい。卒業後、就職

を希望するのか、専門学校や学校に行きた

いのかということが、明らかになるといい

と思う。 

 

９ページ 

２２０行目 

３ 峯島委員 川越特別支援学校だが、就労について、卒

業後の進路希望を知りたいと考えている。 

 

４ 峯島委員 本校では、高等部卒業後は就職という進路

を前提に教育課程を組んでいる。 

人生 100年時代とささやかれてる中で、18

歳で社会に出て働くのは早すぎる。就職希

望の生徒への指導は一生懸命やるが、卒業

してからも学ぶ期間があった方が良いと

思う。 

今回、「障害のない市民」もアンケート調

査の対象となるので、社会全体の考えを知

ることができるとよい。 

 

「卒業 後の進

路」については、

本人の意向が重

要であると考え

ているため、「障

害のない市民」

に対してその考

えを問う設問は

設けておりませ

ん。 

５ 野沢委員 （障害者支援施設・グループホーム利用者

の調査票に「災害時の支援等について」の

設問がないことに対し）施設で対応できる

ものか、現状どうなのかという不安があ

る。夜間支援員がいないグループホームも

多く、そのような場合、夜間に起こった災

害への対応は難しいと思う。以前もアンケ

ートなどで、グループホーム利用者も地域

の避難訓練などに参加したいという要望

が出ていると思う。 

そのような要望もあるので、今回の調査票

Ⅲに、災害時の支援もぜひ項目として入れ

てほしい。 

１９ページ 

４７８行目 

 

２０ページ 

５０２行目 
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